


四
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
農
協
の

愛
称
が
「
Ｊ
Ａ
」
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
）
、

］
四
つ
Ｐ
二
シ
、
己
○
臣
］
冒
日
］

Ｏ
Ｃ
Ｃ
で
の
ぱ
ぃ
毬
『
。
、

（
日
本
農
業
協
同
組
合
の
略
）
に
変
わ

り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
む
か
っ
て
、
世
の
中

が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
な
か
、
今
ほ

ど
農
協
の
存
在
そ
の
も
の
の
意
義
、
そ

の
価
値
な
ど
に
つ
い
て
、
明
解
な
認
識

を
持
つ
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
時
期

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
Ｊ
Ａ
マ
ー
ク
は
、
そ
れ
ら
新
た

な
農
協
像
、
目
標
像
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

ま
い
進
す
る
姿
勢
な
ど
を
配
慮
し
つ
つ
、

幾
何
学
的
な
直
線
の
構
成
に
よ
る
、
安

定
感
を
も
っ
た
存
在
感
あ
る
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し
い
マ
ー

ク
が
力
を
発
揮
し
、
開
花
し
て
い
く
に

は
、
組
合
員
、
役
職
員
の
皆
さ
ん
の
力

添
え
が
必
要
で
す
。

こ
の
農
協
の
新
し
い
マ
ー
ク
を
愛
し
、

農
協
の
愛
称
が

〃
Ｊ
Ａ
〃
に
変
わ
り
ま
す

〆~、

み
ん
な
に
愛
さ
れ
開
か
れ
た
農
協
づ
く
り
に
〃

慈
し
み
、
力
を
合
わ
せ
て
大
き
く
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
マ
ー
ク
の
意
味
に
つ
い
て

全
体
と
し
て
三
角
構
造
の
安
定
感
あ

る
デ
ザ
イ
ン
は
、
「
ゆ
る
ぎ
な
い
大
地
」

「
日
本
の
国
土
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、

三
角
形
は
「
自
然
」
、
Ａ
の
部
分
は
「
人

間
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
Ｊ
の
左
端
の
円
は
、
「
農
業
の
豊

か
さ
」
「
実
り
」
と
、
協
同
の
精
神
に
藻

づ
く
「
人
の
和
」
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
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今
年
は
、
二
月
十
日
か
ら
バ
イ
ク
に

乗
り
始
め
た
と
い
う
伊
東
さ
ん
。
バ
イ

ク
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な
い
と
言
う
。

人
に
は
、
年
齢
も
年
だ
し
、
四
輪
の

大
型
乗
用
車
に
で
も
ゆ
っ
た
り
乗
っ
て

い
れ
ば
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
し
か
し
過
去
に

は
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
な
ど
の
乗
用
車
に
乗

っ
て
お
り
、
大
型
乗
用
車
の
良
さ
も
充

分
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
バ
イ
ク
が

良
い
と
い
う
。
バ
イ
ク
に
は
乗
っ
て
い

る
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
、
隠
れ
た
魅

バ
イ
ク
に
は
隠
れ
た
魅
力
が
あ

趣味 52 

俵中伊東武さん(66歳）

力
が
あ
る
よ
う
だ
。

そ
も
そ
も
バ
イ
ク
は
、
伊
東
さ
ん
の

青
年
時
代
か
ら
自
転
車
に
変
わ
る
人
の

足
と
し
て
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の

頃
は
機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
農
作
業
で
、

時
間
的
ゆ
と
り
や
、
金
銭
的
余
裕
が
な

く
、
バ
イ
ク
な
ん
て
乗
り
た
く
て
も
乗

れ
な
か
っ
た
時
代
。
し
か
し
今
は
、
経

営
も
息
子
（
信
一
さ
ん
）
に
移
譲
し
、
け

つ
こ
う
自
分
の
時
間
が
作
れ
、
多
少
の

ゆ
と
り
も
出
来
た
。
で
も
、
バ
イ
ク
に

〆要員

乗
る
一
番
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
』

知
人
の
奥
さ
ん
が
バ
イ
ク
の
免
許
を
取

得
し
、
バ
イ
ク
を
乗
り
ま
わ
し
て
い
る

の
を
見
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
何
と
な

く
眠
っ
て
い
た
気
持
ち
を
起
こ
さ
れ
た

か
の
よ
う
。
今
乗
っ
て
い
る
バ
イ
ク
は
、

ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
｜
、
三
四
○

照
バ
イ
ク
好
き
な
ら
一
度
は
手
に
し

た
い
車
種
だ
と
い
う
。
そ
の
他
に
も
カ

ワ
サ
キ
七
五
○
蝿
ヤ
マ
ハ
五
○
○
ｍ

同
じ
く
一
二
五
“
、
ホ
ン
ダ
五
○
ｍ
と

何
と
五
台
も
の
．
ハ
イ
ク
を
揃
え
て
い
る
。

こ
の
中
で
も
や
っ
ぱ
り
ハ
ー
レ
１
が
一

番
お
気
に
入
り
と
の
事
．

普
段
の
ツ
ー
リ
ン
グ
は
釧
路
、
根
室

管
内
を
主
流
に
走
る
が
、
天
気
が
良
く

気
が
向
け
ば
旭
川
く
ら
い
ま
で
走
っ
て
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し
ま
う
と
い
う
。
今
ま
で
に
も
六
－
七

回
は
旭
川
ま
で
行
っ
て
い
る
。
「
バ
イ
ク

に
乗
る
と
気
持
ち
が
十
年
も
一
十
年
も

若
返
る
。
そ
れ
と
体
力
作
り
と
、
と
っ

さ
の
判
断
力
、
敏
捷
性
を
養
う
事
が
出

来
る
ん
で
す
。
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る

事
で
、
老
化
ス
ピ
ー
ド
は
か
な
り
遅
く

な
る
と
思
う
の
で
す
が
」
と
話
す
伊
東

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
あ
る
バ
イ
ク

（
五
台
）
に
家
族
全
員
が
乗
り
、
｜
緒

に
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
と
夢
脹

ら
ま
す
伊
東
さ
ん
で
し
た
。

愛車のバイク５台と共に
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コ
メ
や
麦
な
ど
九
二
年
度
の
農
産
物

の
政
策
価
格
決
定
の
第
一
号
と
な
る
乳

価
（
加
工
用
原
料
乳
の
価
格
）
交
渉
が

来
週
、
大
詰
め
を
迎
え
る
。
農
業
団
体

や
自
民
党
が
引
き
上
げ
を
要
求
し
て
い

る
の
に
対
し
、
関
税
貿
易
一
般
協
定
・

多
角
的
貿
易
交
渉
（
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
）
で
乳
製
品
の
輸
入

自
由
化
を
迫
ら
れ
る
農
水
省
は
、
乳
価

の
Ⅵ
き
下
げ
で
内
外
に
農
業
保
護
削
減

の
姿
勢
を
示
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。
た
だ
、

価
格
決
定
の
目
安
と
な
る
牛
乳
の
生
産

コ
ス
ト
が
四
年
ぶ
り
に
上
昇
、
農
水
省

は
新
ラ
ウ
ン
ド
と
生
産
コ
ス
ト
上
昇
の

板
ば
さ
み
で
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

「
乳
製
品
の
輸
入
自
由
化
を
突
っ
ぱ
ね

て
い
る
手
前
、
乳
価
を
下
げ
ね
ば
新
ラ

ウ
ン
ド
で
日
本
が
批
判
の
失
面
に
立
た

北
海
道
新
聞
、
日
本
農
業
新
聞
で
は
、
九
一
一
年
度
の
加
エ
原
料
乳
保
証
価
（
農

家
手
取
り
価
格
）
に
つ
い
て
、
大
き
く
報
道
し
て
い
る
が
、
朝
日
新
聞
、
日
本
経

済
新
聞
は
小
さ
い
記
事
で
、
取
上
げ
方
に
違
和
感
を
感
じ
る
。
乳
価
決
定
前
の
日

本
経
済
新
聞
よ
り
次
の
「
乳
価
を
め
ぐ
る
攻
防
激
化
」
を
転
載
い
た
し
ま
す
。

乳
価
を
め
ぐ
る
攻
防
激
化

引
き
下
げ
た
い
農
水
省

原ﾛ

さ
れ
る
」
農
水
省
内
の
ガ
ッ
ト
交
渉
担

当
者
か
ら
、
こ
ん
な
悲
鳴
に
似
た
声
が

聞
か
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
同
省
が
こ

こ
数
年
乳
価
引
き
下
げ
の
根
拠
と
し
て

き
た
生
産
費
が
、
今
回
は
前
年
比
で
八

・
五
％
と
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
、
乳
価
下

げ
に
黄
信
号
が
と
も
っ
た
た
め
だ
。

同
様
に
、
大
蔵
省
も
「
そ
の
年
の
政

策
価
格
動
向
を
占
う
乳
価
下
げ
が
実
現

し
な
い
と
、
夏
場
の
米
麦
価
の
引
き
下

げ
交
渉
も
難
し
く
な
る
」
と
懸
念
を
表

明
。
何
と
か
し
て
乳
価
引
き
下
げ
を
実

現
、
財
政
負
担
を
減
ら
し
た
い
と
こ
ろ

だ
。

｜
方
、
こ
こ
数
年
「
静
か
な
戦
い
」

を
進
め
て
き
た
全
国
農
協
連
合
会
（
全

農
）
は
、
｜
転
し
て
強
硬
姿
勢
を
表
明
。

従
来
の
「
据
え
置
き
」
要
求
を
生
産
。

侭早蜀

ス
ト
の
上
昇
を
盾
に
、
七
年
ぶ
り
に
「
引

き
上
げ
」
に
転
換
し
た
。
酪
農
品
の
産

地
で
あ
る
北
海
道
の
自
民
党
議
員
も
、

「
今
年
は
乳
価
下
げ
に
歯
止
め
を
か
け

る
良
い
機
会
」
と
と
ら
え
、
農
水
省
に

圧
力
を
か
け
る
構
え
だ
。
自
民
党
内
で

は
夏
の
参
院
選
を
に
ら
み
、
農
民
票
を

無
視
で
き
な
い
と
農
産
物
の
政
策
価
格

引
き
下
げ
方
針
の
見
直
し
を
求
め
る
動

き
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
乳
価
交
渉
は
近
年
に
な

い
激
し
い
攻
防
を
演
じ
そ
う
だ
。
最
終

的
に
は
、
「
据
え
置
き
」
や
「
引
き
下
げ

の
見
返
り
と
し
て
の
特
別
助
成
制
度
の

導
入
」
な
ど
が
交
渉
の
落
ち
所
と
し
て

浮
上
す
る
公
算
も
川
て
い
る
。
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四
十
歳
を
間
近
に
し
て
、
学
生
時
代

に
も
経
験
し
な
か
っ
た
、
寮
生
活
を
し

な
が
ら
の
勉
学
の
毎
日
、
二
カ
月
間
〃

全
道
よ
り
’
’
’
十
三
農
協
四
十
人
が
、

農
協
職
員
と
し
て
の
知
識
を
吸
収
す
る

た
め
、
農
協
学
校
中
堅
職
員
研
修
会
に

参
加
（
参
加
者
は
二
十
一
歳
～
四
十
七

歳
、
平
均
二
十
九
歳
）
。

第
六
十
期
生
と
な
る
今
研
修
会
は
、

｜
月
十
七
日
～
三
月
十
八
日
ま
で
、
江

別
市
文
京
台
の
農
協
学
校
に
お
い
て
九

時
～
十
七
時
ま
で
、
毎
日
が
学
生
。

十
代
、
二
十
代
頃
（
学
生
時
代
）
と
違

う
の
は
、
記
憶
力
、
暗
記
力
の
低
下
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
事
を
一
一
一
一
口
う
と
先
輩
達
に
、
な
に
を

一
一
一
一
口
っ
と
る
か
〃
と
一
一
一
一
巨
わ
れ
そ
う
で
あ
る

が
、
今
回
参
加
し
て
い
る
若
い
彼
ら
は

授
業
中
に
聞
い
て
書
い
て
、
テ
ス
ト
前

に
一
一
－
三
時
間
も
勉
強
す
る
だ
け
で
高

四
十
歳
に
し
て
、
／

毎
日
が
勉
学
の
加
日
間

農
協
学
校
中
堅
職
員
研
修
会
に

参
加
し
て

／
加
藤
一
二

「可

と
は
し
な
い
そ
れ
ゆ
え
熱
く
な
っ
て

も
出
る
す
べ
を
知
ら
ず
、
ゆ
で
ガ
エ
ル

に
な
っ
て
し
ま
う
、
し
か
し
熱
い
湯
の

中
に
生
き
た
カ
エ
ル
を
落
し
た
な
ら
ば
』

反
射
的
に
飛
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
、

皆
さ
ん
も
今
置
か
れ
て
い
る
環
境
で
、

「
ゆ
で
ガ
エ
ル
現
象
」
カ
エ
ル
を
水
に

入
れ
た
ま
ま
火
に
掛
け
、
ゆ
っ
く
り
暖

め
て
い
く
と
、
始
め
は
順
応
し
出
よ
う

得
点
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．
僕
達

は
覚
え
る
の
に
倍
以
上
の
時
間
を
必
要

と
す
る
、
し
か
し
忘
れ
る
の
に
は
短
か

い
時
間
で
す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
で
、
心
に
残
っ
て
い

る
一
一
一
一
口
葉
（
名
一
一
一
一
口
）
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

凉垂

研僅を終えて一息､でもゆで

ガエルにはならないと加藤さん ゆ
で
カ
エ
ル
に
な
り
か
け
て
は
い
ま
せ

ん
か
？

今
回
の
研
修
の
中
で
六
－
日
間
寮
生

活
を
供
に
し
た
仲
間
達
、
こ
れ
か
ら
も

同
じ
農
協
職
員
と
し
て
交
流
を
深
め
、

色
々
な
情
報
交
換
を
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

数
多
く
の
職
員
に
研
修
の
機
会
を
与
戈

し
た
内
容
で
あ
り
ま
し
た
事
を
報
告
し
、

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

今研
修
会
が
極
め
て
有
意
義
で
充
実

□ 

凸
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サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
粗
飼
料
の
基
幹
を

な
す
も
の
で
す
が
、
発
酵
品
質
に
よ
っ

て
も
採
食
量
は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

○
サ
イ
レ
ー
ジ
の
原
理

サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
基
本
的
に
二
種
類

の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
細
断
さ
れ
た
植
物
原
料
（
生
き

て
い
た
り
死
ん
で
い
る
植
物
細
胞
と
液

汁
）
と
微
生
物
（
バ
ク
テ
リ
ア
、
カ
ビ

酵
母
）
か
ら
成
り
、
好
気
性
状
態
と
嫌

気
性
状
態
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

好
気
性
状
態
は
、
初
期
の
状
態
で
あ
り

酵
素
が
存
在
す
る
限
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

植
物
原
料
の
呼
吸
や
好
気
性
菌
に
よ
り
酸

素
を
利
用
し
、
植
物
中
の
糖
を
利
用
し
熱

二
酸
化
炭
素
、
水
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
こ
の

状
態
は
酸
素
が
消
費
さ
れ
る
ま
で
続
き
、

多
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
ま
す
。

嫌
気
性
状
態
は
、
酸
素
が
消
費
さ
れ

た
の
ち
、
嫌
気
性
菌
に
よ
っ
て
植
物
中

の
炭
水
化
物
を
利
用
し
て
乳
酸
や
酢
酸

一
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

サ
イ
レ
ー
ジ
の

管
理
方
法

な
ど
の
有
機
酸
を
生
成
し
ま
す
．
酸
の
龍

達
割
合
と
量
は
、
原
料
の
水
分
含
量
と

水
容
性
炭
水
化
物
の
利
用
性
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
ま
す
。
酸
の
濃
度
が
高
ま
る

に
つ
れ
て
微
生
物
の
活
動
が
低
下
し
は

じ
め
、
山
が
お
よ
そ
二
・
八
－
四
・
○

で
酸
の
生
産
、
微
生
物
の
活
動
は
停
止

し
ま
す
。
こ
の
時
点
で
サ
イ
レ
ー
ジ
が

で
き
上
り
、
外
気
の
侵
入
が
な
い
限
り

微
生
物
が
活
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．

ｏ
サ
イ
ロ
管
理
の
原
則

サ
イ
ロ
管
理
の
要
点
は
、
空
気
の
排

除
で
す
。
で
き
る
限
り
早
く
サ
イ
ロ
内

か
ら
空
気
を
排
除
し
て
、
そ
の
状
態
を

保
つ
こ
と
で
す
。
「
開
放
型
」
サ
イ
ロ

に
お
け
る
空
気
の
排
除
は
、
主
に
サ
イ

レ
ー
ジ
の
密
度
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
次

に
作
物
の
種
類
、
成
熟
度
、
水
一
分
含
量

切
断
長
、
サ
イ
ロ
へ
の
詰
め
込
み
ス
ピ

ー
ド
、
原
料
の
サ
イ
ロ
内
分
配
方
法
と

密
封
方
法
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。

蘇口、

○
良
い
サ
イ
ロ
管
理
方
法

飼
料
中
の
栄
養
を
最
大
限
に
貯
蔵
す

る
た
め
に
は
、
次
の
点
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
最
適
な
生
育
ス
テ
ー
ジ
と
水
分
含

量
で
収
穫
す
る
。

イ
ネ
科
牧
草
で
は
、
出
穂
始
め
、

水
分
七
○
％
前
後
に
予
乾
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

②
短
か
く
切
断
す
る

切
断
長
は
、
踏
圧
が
十
分
か
か
り

サ
イ
レ
ー
ジ
の
ほ
と
ん
ど
が
細
断

さ
れ
た
原
料
か
ら
成
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

③
継
続
し
て
す
ば
や
く
サ
イ
ロ
に
詰

め
込
む
。

す
ば
や
く
詰
め
込
む
こ
と
に
よ
り

ロ
ス
が
少
な
く
な
り
嗜
好
性
が
良

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
詰
め
込
み

時
間
が
長
く
な
る
と
酵
母
の
数
が

多
く
な
り
、
二
次
発
酵
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

④
平
ら
に
な
ら
し
て
完
全
に
密
封
す
る

⑤
適
正
量
の
サ
ィ
レ
ー
ジ
を
取
り
出
す

ｏ
牛
が
サ
イ
レ
ー
ジ
を
食
べ
た
が
ら
な

い
時

一
般
的
な
サ
イ
レ
ー
ジ
の
問
題
を
次

に
示
し
ま
し
た
の
で
、
次
回
の
調
整
時

に
改
善
す
る
た
め
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

「_蜀

「
特
徴

ｏ
消
化
、
吸
収
が
良
い

原
料
の
大
豆
、
小
麦
を
そ
れ
ぞ
れ

一
六
○
℃
、
三
○
秒
で
蒸
す
妙
る
の

加
熱
膨
化
し
て
い
ま
す
。

○
鯛
分
を
節
約
で
き
る

七
カ
月
以
上
も
か
さ
ね
た
、
塩
な

れ
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル
は
塩
分

五
・
三
％
で
す
。

○
長
期
保
存
が
で
き
る

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
二
○
○
℃
、
上

１
ト
シ
ー
ル
）
十
紙
二
層
の
三
層
袋

で
、
三
○
℃
恒
温
室
で
の
六
カ
月
保

存
テ
ス
ト
で
も
変
質
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

二
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
・
グ
ラ
ス
サ
イ

レ
ー
ジ
ヘ
の
添
加

○
原
料
一
ト
ン
に
対
し
て
、
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ー
ル
三
～
川
袋
を
混
合
す
る
と

キ
ッ
コ
ー
マ
ン

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル

サ
ィ
レ
ー
ジ
調
整
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
に

強
い
味
彦
方

営
農
資
材
課
情
報
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一般的なサイレージの問題

具体的症状 考えられる原因

熱をもったサイレージ

（120℃以上）
熱は、活発な呼吸やイースト／カビ／細菌集団の発育に伴って発生する、

酸化反応によっておこる。時間がかかるサイロ詰め、空気のもれ、時間を
かけての取り出し、低水分、過剰成熟生物、長すぎる切断長、均一性と踏
圧の悪さ。

キャラメル化したコーン 過剰なヒート・ダメージの兆(暁。サイレージの中に余分な酸素が封じ込釣

られることが原因。低水分含有量、長い切断長、踏圧の悪きにもよる。サイレージの中の穀粒の

茶褐色化。タバコの様左

臭いのする、色が挫くな

った･ヘイレージ

カビの生えたサイレージ カビは酸素と糖分が存在すれば育つ。高いイースト／カビのストレス為J要

けた積雌分のサイロ詰め、Ⅱ寺間がかかったサイロ詰め．時間をかけての取
日巨司

I)出し、長い切断長、低水分、踏圧の悪ざが原因。

腐敗した牛乳の臭い 一般的には、酪酸の生産にともなう嫌気性発酵が原困。高い水分含有量、

低い植物糖分､正しい発酵のために不適当な乳酸菌によってもたらされる

酢の臭い 発酵が、糖分を酢酸(酢)に発酵ざｳﾞせる細菌によって行なわれる。水分の多

いサイレージ、不適当な乳酸菌、低糖分によってｲ足進される宛

アノレコーノレ臭 発酵がJ1漕分をアルコールに発酵ざsせるイーストによって行なわれる。

イーストは乳酸を代謝することもできるので、サイレージのＰＨを高め、

条件を他の腐敗菌が育つのに好ましいものにする。ゆつくＩ)取り出される
乾いた踏圧の悪いサイレージに問題がある。

凍結した-サイレージ 闘い水分含有景、活発な呼吸、あるいは損傷を受けた作物細胞が原田。縦
)i1サイロでより多く発龍する。

飼槽での保ちの悪き 時間をかけての取り出し、高いイーストあるいはカビの集団、特にストレ

スを受けた作物、低水分、踏圧の悪き、成熟が進んだ時にサイロ詰めされ
た作物の低い糖分が原因。

水分のしみ出し／流去 高すぎる作物の水分、細胞を破る原因になる鋭利さに欠けるチュッパー仇
j巴厚乞

ナイフ、細胞の損傷を起こす詰めすぎが原因。

多くの因子力<原因：嫌気』院発酵、高いアンモニア窒素含有量、水分が多す

ぎたり、乾きすぎたサイレージ、商繊維（成熟した作物)、カビの汚染、有
毒性を持つ雑草あるいは硝酸塩。

摂取の悪さ

′ 与
す
る
と
、
嗜
好
が
高
ま
り
サ
イ
レ

１
ジ
が
ム
ダ
に
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
価
格

○
－
五
〃
（
紙
袋
）
二
八
○
円

四
○
○
袋
ロ
ッ
ド

○
四
五
十
吻
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
詰

七
、
九
○
○
円

四
、
総
発
売
元

株
式
会
社
千
秋
社

問
い
合
わ
せ
は
ｌ
農
協
営
農
資
材

課
へ
。

嗜
好
性
が
向
上
し
ま
す
。

ｏ
パ
ン
カ
ー
、
ス
タ
ッ
ク
サ
イ
ロ
な

ど
、
壁
面
に
接
す
る
部
分
に
は
大
目

に
混
合
す
る
。

品
質
、
歩
留
り
、
栄
養
化
が
高
ま
り

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル
を
ま
ぷ
し
て
緒

○
嗜
好
性
の
悪
い
サ
イ
レ
ー
ジ
で
も

雨i1 1奇⑥

、

’ 

一般的なサイレージの問題

具体的症状 考えられる原因

熱をもったサイレージ

(120℃以｣二〉

キマラメル化したコーーン

サイレージの'１ｺの穀粒の

茶褐色化。タバコの様な

臭いのする、色が鍵くな

ったへイレ・・ジ

カビの生えた･サイレージ

腐敗した牛乳の臭い

酢の臭い

アルコール臭

凍結したサーイレー‐ジ

飼槽での保ちの悪き

水分のしみlHし／流去

摂取の悪さ

熱は、活発な呼吸やイ．.スト／力ご／細菌集団の発育に伴って発生する、
酸化反応によっておこる。時間がかかるIナイロ詰め、空気のもれ、時間を

かけての取!)出し、低水分、過剰成熟上`二物、長すぎる切断長、均一性と踏
庇の悪さ。

過剰なヒーート・ダメ・ジの兆(暁`，サイレージの;:『;届余分な酸素が封(2込め

られることが原因。低水分含有量、長い切断長、踏f7畠の悪さにもよる。

カビは酸素と糖分が存在すれば育一ﾉ。高いイー‐スト／力琶のストレスを受

けた積戦分のサイロ詰め、１１手間がかかったサイロ詰め、時間をかIナての取

I)出し、長い切断長、低水分、踏圧の悪ざが原因。

．‐般的には、酪酸の生産にともなう嫌気性発酵が原困`，高い水分含有量、

低い植物糖分､正しい発酵のために不適当な乳酸菌によってもたらされる．

発酵が、糖分を酢酸(酢>に発酵させる細菌によって行なわれる．水分の多

いサイレージ、不適当な乳酸菌、低糖分によって促進される。

発酵が､I衝分をアルコ・・ルに発酵させるイ・・ストによって行左われる。

イーーストは乳酸を代謝することもできるので、サイレージのＰ'二を高め、

条件を他の腐敗菌が育つのIご好ましいものにする。ゆつくＩ)取り出される
乾いた踏圧の悪いサイレージに問題がある畑

商い水分含有鳧、活発なⅡ乎吸、あるいは損傷を受けた作物細胞が原田。縦
）i1サイロでよ')多く発上Ｉﾐする。

時間をかけての取ﾄﾝ出し、高いイーストあるいはカビの集団、特;色ストレ

スを受けた作物、低水分、踏圧の悪き、成熟が進んだ時にサイロ詰めされ

た作物の低い糖分が原画。

高すぎる作物の水分、糸|Ⅱ砲を破る原因になる鋭利さに欠けるチュッパーの
ナイフ、細胞の損傷を起こす詰めすぎが原図。

多くの因子力<原因：嫌気性発酵、高いアンモニア窒素含有量、水分が多す
ぎたI)、乾きすぎた-ｳﾞ･イレージ、高繊維（成熟した作物)､カビの汚染、有

毒性を持つ雑草あるいｉよ硝酸塩。
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当幌地区

山田昇･栄子さんご夫妻

長女彩ちゃん(2歳）

お
客
さ
ん
が
来
た
時
に
は
カ
ー
テ
ン
の

所
で
泣
き
だ
し
た
り
、
お
母
さ
ん
に
ピ

ッ
タ
リ
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
と
い
う
の

は
山
田
彩
ち
ゃ
ん
。

今
、
彩
ち
ゃ
ん
は
山
田
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
中
心
。
ご
は
ん
の
時
に
は
家
族
の
箸
、

茶
碗
を
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
た
り
、
台
所

の
洗
い
物
の
手
伝
い
を
す
る
お
り
こ
う

さ
ん
。で
も
以
前
大
変
な
事
を
や
ら
か
し
た
。

み
ん
な
が
ち
ょ
っ
と
彩
ち
ゃ
ん
か
ら
目

を
離
し
た
す
き
に
、
自
分
で
茶
碗
と
ご

は
ん
の
へ
一
フ
を
持
ち
出
し
、
ジ
ャ
ー
か

ら
ご
は
ん
を
山
の
様
に
茶
碗
に
盛
り
、

食
事
の
手
伝
い
ど
こ
ろ
か
部
屋
中
ご
は

ん
だ
ら
け
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

β研ｮ､、

リ
を
す
る
様
に
な
り
、

栄
子
さ
ん
。

子
な
ん
で
す
ね
、
と
話
す
お
母
さ
ん
の

し
よ
う
と
す
る
所
は
、
や
っ
ぱ
り
女
の

り
、
お
化
粧
の
ま
ね
事
を

母
さ
ん
や
、
お
ば
あ
ち

く
さ
人
み
た
い
で
す
。

十
Ｊ
勺

左
あ
然
と
し
て
し
ま
う
。

付
い
た
時
に
は
彩
ち
や
人

を
怒
る
ど
こ
ろ
か
、
み
ん

ん
の
髪
を
く
し
で
柿
し
た

し
て
し
ま
う
と
か
、
気

ま
た
、
電
子
レ
ン
ジ
を

た
ず
ら
し
、
・
台
か
ら
藩
と

こ
ん
な
彩
ち
ゃ
ん
も
お

］
う
一
家
で
は
わ
ん
ぱ

「□、

や が し、彩はハサミも上手に使えるのJ：

近
ご
ろ
は
鉛
筆
で
何
か
書
い
た
り
、

ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
紙
を
切
り
、
出
来

た
事
を
知
っ
て
い
る
か
ぎ
り
の
一
一
一
一
口
葉

と
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
表
現
す
る
そ

う
で
す
。

今
、
外
で
は
遊
べ
な
い
が
、
雪
が

解
け
た
ら
お
気
に
入
り
の
三
輪
車
と
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
買
っ
て
く
れ
た
キ

リ
ン
さ
ん
の
ブ
ラ
ン
コ
で
、
遊
ぶ
事

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
彩
ち
ゃ
ん
で

し
た
。

且 」

赤



艀
》

鞠日､|辮塞

総
会
は
、
進
藤
松
吉
町
長
と
児
玉
光

彦
組
合
長
よ
り
あ
た
た
か
い
ご
祝
辞
を

頂
き
、
長
正
路
漬
議
長
の
進
行
に
よ
り

無
事
終
了
す
る
一
」
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
の
お
も
な
活
動
と
し
て
は
、
四

月
二
十
六
日
乳
牛
改
良
同
志
会
の
協
力

を
得
ま
し
て
、
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

開
催
、
八
月
上
旬
第
三
同
サ
マ
ー
ス
ク

１
ル
、
九
月
五
－
六
日
全
道
ジ
ュ
ニ
ア

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
酪
展
教
室
参
加
。

几
月
下
旬
ジ
ュ
ニ
ア
秋
の
収
穫
祭
な
ど

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
の
議
事
進
行
中
会
員
は
別
室
に

ｌ
去
る
一
一
一
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
、
農
協
大
会
議
室
に
お
き
ま
し
て
、
会
員

四
十
五
人
、
父
母
及
び
関
係
機
関
一
一
一
十
三
人
、
計
七
十
八
人
に
よ
り
第
一
一
一
回
の
定

期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

繊
霊
總
峰
》
姫
源
般
騏
謁
掲
蘓
黛
瀧

て
、
第
五
回
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を

開
催
。
講
師
、
北
海
道
家
畜
改
良
事
業

団
・
遠
藤
正
彦
氏
に
よ
る
乳
牛
の
見
方
』

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン

Ｆヨ

二のジュニアたちが将来､中標津ホルスタインを引っぱって行｡

`塚可

、
総
会
及
び
ス
ク
ー
ル
終
了
後
、

１
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
。
初
め

ム
を
す
る
会
員
、
ま
た
、
小
学

ら
父
母
よ
り
上
手
な
会
員
な
ど
、

ボ
ー
リ
ン
グ
場
全
レ
ー
ン
を

借
り
き
っ
て
の
楽
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

中
標
津
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
新
運
営
委
員

並
び
に
新
リ
ー
ダ
ー
紹
介
。

運
営
委
員
長
・
佐
々
木
昭
雄
・

副
一
委
員
長
・
安
田
稔
・
驍
事
・

中
司
哲
雄
・
監
事
・
斉
藤
一
美

委
員
・
遠
藤
正
幸
・
弾
正
原
正

滝
場
慎
二

リ
ー
ダ
ー
・
林
直
樹
・
サ
プ
リ

ー
ダ
ー
・
遠
藤
恵
・
地
区
リ
ー

ダ
ー
・
筒
井
美
香
・
佐
藤
友
紀
、

山
本
火
・
斉
藤
亜
美
・
松
本
恵

青
山
智
和
。
ま
た
、
全
道
ジ
ュ

ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

運
営
委
員
会
連
合
会
会
長
に
、

佐
々
木
昭
雄
委
員
長
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

夕

、
ま
た
、
な
る
ほ
ど
ザ
・
の
う

と
題
し
て
、
ク
イ
ズ
に
よ
る
農

礎
知
識
の
学
習
を
行
な
い
ま
し

．￣ 
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乳価1円引き上げ
ﾌＳ円７５銭､限度数料２４０万ﾄン

酪
農
経
営
安
定
等
緊
急
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、
キ
口
当
た
り
二
円

の
奨
励
金
（
三
年
度
に
高
品
質
生
乳
生
産
緊
急
確
保
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
た
キ
口
当
た
り
一
円
の
交
付
は
廃
止
）
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

牛
肉
の
輸
入
自
由
化
の
影
響
で
、
ヌ
酪
農
関
係
で
は
経
営
安

レ
仔
価
格
や
廃
用
牛
、
肥
育
牛
の
枝
肉
価
定
対
策
に
九
十
二
億
円
を

格
な
ど
が
低
迷
し
た
こ
と
か
ら
、
酪
農
家
付
け
、
ヌ
レ
仔
対
策
に
大

の
副
産
物
収
入
が
減
少
し
、
生
乳
生
産
幅
に
拡
充
し
、
酪
農
家
の

コ
ス
ト
は
八
・
五
％
上
昇
し
て
い
る
が
、
経
営
を
下
支
え
し
た
ヌ
レ

労
働
時
間
の
短
縮
、
飼
料
費
、
建
物
費
、
仔
が
牛
肉
自
由
化
の
影
響

農
機
具
費
が
下
が
り
、
そ
れ
に
規
模
拡
で
低
迷
し
て
い
る
の
を
補

大
に
よ
る
合
理
化
メ
リ
ッ
ト
、
金
利
の
う
も
の
で
、
育
成
、
肥
育

引
き
下
げ
等
を
試
算
し
た
こ
と
、
そ
の
一
の
奨
励
金
単
価
大
幅
ア
シ

方
で
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ン
ド
プ
、
農
協
な
ど
の
委
託
売

（
新
多
角
的
貿
易
交
渉
）
、
国
際
交
渉
の
却
の
推
進
な
ど
販
売
力
強

影
響
、
内
外
価
格
差
の
縮
小
な
ど
か
ら
、
化
の
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施

結
果
的
に
は
基
本
乳
価
は
据
え
置
く
も
す
る
。
昨
年
末
に
実
施
し

の
の
前
年
同
様
に
、
関
連
対
策
と
し
た
初
妊
牛
出
荷
、
導
入
の

て
実
質
的
に
乳
価
に
上
積
み
す
る
こ
と
助
成
措
置
も
継
続
し
初
妊

に
決
着
し
た
。

の
滞
留
に
対
応
し
た
も
の

畜産関連対策に三七六億円壹零識誠鰔辨繼糯鑪唆
〈
う
ち
酪
農
関
係
一
九
四
億
円
）
総
額
四
十
八
億
で
加
エ
原

チ
ー
ズ
基
金
を
一
一
年
継
続

料
乳
一
一
百
四
十
万
ト
ン
に

交
付
さ
れ
る
。
単
価
は
キ

平
成
四
年
度
の
畜
産
物
政
策
価
格
は
、
最
大
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
加
エ
原
料

乳
の
保
証
価
格
が
、
実
質
的
に
キ
口
当
た
り
対
前
年
度
比
一
円
の
上
積
み
で
決
着

し
た
。

こ
れ
は
、
保
証
価
格
そ
の
も
の
は
、
据
え
置
き
と
な
っ
た
が
、
関
連
対
策
の
中
に
、

`霊、

‘Ｆ甲、

平成４年度カロエ原料乳保証価格

４年度
対前年度増減率

３年度

ロ
ー
円
で
．
こ
れ
に
伴
い
高
品
質
生
産

奨
励
金
二
十
四
億
円
（
キ
ロ
｜
円
）
は

廃
止
。
こ
の
結
果
、
差
し
引
き
の
農
家

実
質
手
取
り
乳
価
は
キ
ロ
｜
円
の
引
き

76.75円／“ 76.75円／彫（０．０％）保証価格

65.40円／〃 65.40円／町（０．０％）基準取引価格

240万し（０．０％）限度数量 240万F‘

Ｌ051円／駒 1,051円／胸（０．０％）バタ

12,663円／25AFI 12,663円／25ﾑヮ（０．０％）脱脂粉乳

姿定指標価格

8,055円/24.5A？（０．０％）全脂加糖れん乳’8,055円/24.5ん

7.193｢L1/25.5均 7.1931Ｗ25.5A？（０．０％） 脱脂加糖れん乳

グノク

３年度
４年度

対前年度増減率

保証価格 76.75回／ﾙﾜ 76.75円／A７（()．（)％）

基準取弓･価格 65.401,5／Aｙ 65.40円／ｌＩ７〈０．０％）

限度数量 240万卜診 240万ﾄン（０．０％）

安定指標価格

バタ_

脱脂粉乳

全脂加糖れん乳

脱脂加糖れん乳

1,051｢]／ﾙヮ

12,663円／25KF’

8,()551';/24.5ﾊﾞｯ 

7,193｢L1/2(ﾌﾞ.5均

1,051｢J／バヮ（０．０％）

ﾕ2,663円／25A？（０．（）

8,055:二]/24.5噂（０．０％）

7,1931Ｗ25.5A？（０．０％） 
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関連対策で
1kg当り

【
酪
農
関
連
対
策
］

酪
農
経
営
安
定
対
策
事
業

一
、
初
生
牛
対
策

Ｈ
酪
農
家
が
生
産
し
た
初
生
牛
の
自
家

哺
育
、
育
成
、
肥
育
を
行
な
う
場
合
に

上
げ
と
な
る
。
た
だ
一
四
年
度
限
り
の

臨
時
異
例
の
措
置
，
｜
と
明
文
化
さ
れ
て

お
り
、
五
年
度
の
乳
価
決
定
時
に
議
論

と
な
る
の
は
必
至
で
、
す
。

と‐可

助
成

ｏ
現
行
「
乳
肉
複
合
経
営
体
質
強
化
事

業
」
を
見
直
し
、
哺
育
、
育
成
に
係
る

各
助
成
単
価
を
引
き
上
げ
。

●
お
お
む
ね
一
月
以
上
の
哺
育
三
、
五

○
○
円
↓
七
、
○
○
○
円
（
拡
充
）

●
四
月
齢
以
上
の
育
成
八
○
○
○
円

↓
’
二
、
○
○
○
円
（
拡
充
）

●
十
二
月
齢
以
上
の
肥
育
一
六
、
○
○

○
円

目
酪
農
家
が
初
生
牛
を
集
団
で
哺
育
・

育
成
す
る
場
合
に
助
成

①
個
別
経
営
で
は
取
組
み
難
い
場
合
に

お
け
る
酪
農
家
の
集
団
化
に
よ
る
哺
育
。

育
成
に
対
す
る
助
成
を
新
設

●
四
月
齢
以
上
の
育
成
’
’
○
、
○
○

○
円
（
新
設
）

●
施
設
改
修
助
成
’
’
六
、
○
○
○
円

（
新
設
）

口
農
協
等
の
共
同
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー

が
、
地
域
酪
農
家
と
の
組
織
的
な
連
携

の
も
と
に
、
ヌ
レ
仔
の
哺
育
・
育
成
を

行
な
い
、
仔
牛
事
故
率
の
一
層
の
低
減

を
図
る
場
合
に
助
成
。

⑤
肉
用
仔
牛
生
産
者
補
給
金
制
度
と
リ

ン
ク
し
た
四
月
齢
以
上
の
哺
育
・
育
成

に
対
す
る
助
成
を
追
加

●
二
月
以
上
哺
育
二
、
○
○
○
円

`鍾忌５

●
四
月
齢
以
上
育
成
四
、
○
○
○
円

（
新
設
）

弓
経
産
牛
対
策

Ｈ
経
牽
牛
の
肥
育
及
び
繁
殖
利
用
を
行

う
酪
農
家
に
対
す
る
助
成

、
現
行
「
酪
農
経
営
経
産
牛
活
用
対
策

事
業
」
に
つ
い
て
、
従
来
の
繁
殖
利
用

受
精
卵
移
植
型
の
中
に
新
た
に
乳
廃
牛

以
外
の
「
経
産
牛
」
を
追
加
す
る
。

①
経
産
牛
肥
育
二
○
、
○
○
○
円

②
繁
殖
利
用

ア
、
受
精
卵
移
植
型

川
経
産
牛
四
三
、
○
○
○
円
〈
新
設
）

回
乳
廃
牛
六
○
、
○
○
○
円

イ
、
交
雑
種
生
産
型
八
、
○
○
○
円

ロ
モ
デ
ル
施
設
に
お
け
る
肥
育
及
び
繁

殖
（
受
精
卵
移
殖
等
新
技
術
の
利
用
）

試
験
の
実
施

以
可
・
」
吐
▽

Fﾑi震
琴与る￣ヨェ’

識

ｊ
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～
１
．
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表
し
た
組
織
事
例
発
表
「
大
地
に
根
ざ

し
た
青
年
部
」
を
佐
藤
敏
氏
、
杉
本
和
玄

氏
、
山
下
真
二
氏
の
ス
タ
ッ
フ
に
て
披

露
、
次
に
青
年
部
、
職
員
に
よ
る
内
容

自
由
の
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
が
行
な
わ
れ
、

文
部
の
か
か
え
る
問
題
、
趣
味
を
通
し

て
経
営
へ
の
活
力
へ
、
自
分
の
経
営
の

目
標
、
組
合
員
ニ
ー
ズ
を
基
本
に
考
え

る
Ａ
コ
ー
プ
、
感
性
に
つ
い
て
、
子
供
の

求
め
る
親
と
の
触
れ
合
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ピ
ー
チ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
メ
イ
ン
で
あ
る
テ
ー
ブ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
「
青
年
部
組

織
の
抱
え
る
問
題
と
今
後
の
あ
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
討
議
さ
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル

の
発
表
者
に
よ
り
集
約
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
テ
ー
ブ
ル
の
発
表
者
以
外
の

部
員
や
職
員
か
ら
も
飛
び
入
り
で
、
青

年
部
に
対
し
て
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
、

農
協
青
年
部
と
農
協
職
員
の
親
睦
、
交
流
、
自
分
た
ち
の
組
織
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
青
年
講
座
が
、
三
月
十
九
日
農
協
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
青
年
講
座
、
農
協
職
員
を
交
え
予
定
時
間
を
一
時
間
も
超
過
す
る
、
大

て
の
開
催
は
昨
乍
に
引
き
続
き
二
回
目
、
変
盛
り
上
が
っ
た
青
年
講
座
と
な
り
ま

ま
ず
、
昨
年
全
道
青
年
部
大
会
に
て
発
し
た
。
特
に
集
約
意
見
の
中
で
多
か
つ

表
し
た
組
織
事
例
発
表
「
大
地
に
根
ざ
た
事
は
、
●
自
分
た
ち
の
組
織
な
の
に
、

麗
鞭
自
分
た
ち
の
組
織
を
考
え
る

目的を把握し、自覚ある活動へ
J亜田員

的
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
自
覚
の
も
と

活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
新
入
部
員
の
加
入
時
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
誰
で
も
良

い
か
ら
加
入
す
る
の
で
は
な
く
、
青
年

部
の
目
的
、
意
義
を
教
え
本
人
自
ら
希

望
し
て
入
会
す
る
事
が
望
ま
し
い
。

●
青
年
部
の
行
な
う
事
業
、
特
に
消
費

拡
大
事
業
に
つ
い
て
は
事
業
量
が
多
す

ぎ
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
最
終

的
に
は
自
分
た
ち
に
何
ら
か
の
メ
リ
ッ

ト
が
返
っ
て
く
る
、
メ
リ
ッ
ト
を
求
め

る
と
言
う
事
を
目
的
に
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
、
事
業
ご

と
の
反
省
を
し
っ
か
り
行
な
い
、
次
凹

に
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
行
な
っ
て
い
る
事
業
を

や
め
て
し
ま
え
ば
○
で
あ
り
、
何
も
進

歩
が
な
い
、
何
か
行
動
を
起
こ
し
て
初

め
て
反
省
も
生
じ
る
の
で
あ
る
。

●
異
業
種
交
流
の
重
要
性
が
上
げ
ら
れ

る
。
農
家
も
農
協
職
員
も
同
じ
、
自
分

自
分
た
ち
の
行
な

う
事
業
に
対
し
、

日

｡p、

と
横
の
連
携
が
重
要
。
両
者
は
妓
終
的

に
、
自
分
の
経
営
の
た
め
、
農
協
組
織

の
た
め
、
そ
し
て
豊
か
な
生
活
を
築
く

た
め
で
あ
る
。

●
事
業
の
中
で
農
政
活
動
を
も
っ
と
行

な
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
行
政

に
お
願
い
す
る
事
ば
か
り
考
え
な
い
で

自
分
た
ち
が
活
動
し
た
結
果
、
必
要
だ

か
ら
お
願
い
し
、
逆
に
農
協
や
、
行
政

を
引
っ
ぱ
っ
て
行
く
く
ら
い
の
青
年
部

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

●
青
年
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
事
も
あ

る
。
そ
れ
は
、
地
区
を
越
え
て
の
仲
間

が
出
来
た
事
、
（
商
工
会
青
年
部
の
人
も

含
む
）
こ
れ
は
人
生
の
中
で
一
番
の
宝

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の

仲
間
作
り
か
ら
、
色
々
な
発
想
を
事
業

に
展
開
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
様
な
意
見
が
集
約
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
、
こ

れ
か
ら
の
事
業
活
動
に
反
映
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 の
経
営
な
り
自
分
の
部
門

を
一
生
懸
命
や
る
の
は
当

然
の
事
、
そ
れ
以
外
に
農

家
は
企
業
セ
ン
ス
を
養
い
、

情
報
を
吸
収
し
な
け
れ
ば
な

な
い
、
職
員
も
縦
の
仕
事
流
れ

グ且



改
善
研
修
会
及
び
平
成
四
年
度
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
我
が
家
の
経
営
改
善

を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
か
ら
経
営
内
で

の
問
題
点
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
経
営
に

活
用
し
て
行
き
た
い
事
な
ど
を
コ
メ
ン

ト
と
し
て
出
し
て
も
ら
い
、
根
釧
農
試
。

は
三
月
二
十
五
日
、
経
営

内
山
専
門
技
術
員
を
助
一
言
者
に
、
皆
ん

な
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
は
い
ま

し
た
。

特
に
近
年
乳
牛
飼
養
頭
数
が
増
え
る

中
、
育
成
牛
管
理
部
門
の
問
題
が
上
げ

ら
れ
、
施
設
、
管
理
の
効
率
化
、
労
働

力
不
足
に
よ
る
依
託
管
理
な
ど
に
つ
い

グヨ

１劃

鱗
凸

研

て
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
企
業
者
か
ら
見
た
農

業
経
営
と
題
し
、
ア
ズ
・
プ
ラ
ザ
㈱
社

長
・
藤
田
道
昭
氏
、
丸
工
精
機
㈱
専
務
・

小
柳
保
氏
を
講
師
に
企
業
マ
イ
ン
ド
醸

成
研
修
会
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
中
で
両

者
は
、
自
分
た
ち
の
考
え
る
企
業
感
を

実
務
で
の
体
験
を
通
し
話
さ
れ
ま
し
た
．

そ
の
後
、
平
成
四
年
度
の
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
全
件

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
新
会
長
に
松

田
吉
疋
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
の
活
動
計
画
で
は
、
簿

記
記
帳
と
経
営
診
断
分
析
の
実
施
、
現

地
研
修
会
や
営
艇
技
術
向
上
研
修
会
な

ど
、
数
多
く
の
活
動
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

?￣、

〆

、

平
成
三
年
産
共
計
で
ん
粉
の
販

売
状
況
は
、
二
月
末
仮
配
分
累
計

一
袋
当
り
、
「
三
○
九
円
（
前
年

同
期
一
、
二
一
七
円
）
単
価
に
よ

る
進
度
率
は
一
○
七
・
六
％
と
順

調
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
価
格
は
産
地
倉
渡
し
三
、

○
五
○
円
～
｜
｜
｜
、
’
一
一
二
五
円
（
前

年
同
期
三
、
四
○
○
円
～
’
’
一
、
五

二
五
円
｝
と
若
干
安
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
馬
鈴
し
ょ
澱
粉
と
競
合

す
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
、
「

九
五
○
円
（
｜
、
九
五
○
円
）
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

、
」

ﾌﾟLダ



卜
を
下
げ
る
た
め
の
ご
意
見
、
特
に
生

産
資
材
価
格
を
下
げ
る
工
夫
に
つ
い
て

な
ど
の
提
案
や
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。営
農
指
導
事
業
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

各
自
の
農
業
経
営
に
合
わ
せ
た
営
農
相

談
技
術
指
導
の
強
化
、
人
員
、
人
材
の

強
化
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
方
式
導
入
に

対
し
手
軽
に
使
え
る
資
金
対
応
、
技
術

平
成
四
年
度
農
協
事
業
計
画
を
作
成

す
る
に
当
り
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
去
る
二
月
二

十
五
日
か
ら
三
月
六
日
に
か
け
て
地
区

別
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
出

席
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
は
、
七
地
区
で

一
○
九
人
で
し
た
が
、
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
中
で
、
営
農
指
導
事
業

の
強
化
に
関
す
る
ご
意
見
、
生
産
コ
ス蟻

指
導
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
対
応
強
化

を
要
請
す
べ
き
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
中
堅
層
の
組
合
員
さ
ん
か
ら

は
、
生
産
拡
大
で
所
得
を
確
保
し
て
い

る
今
日
、
こ
れ
以
上
戸
当
り
の
生
産
を

"官、

上
げ
る
と
す
れ
ば
、
搾
乳
専
業
、
育
成

専
業
、
さ
ら
に
牧
草
の
収
穫
調
整
を
一

部
請
う
業
者
な
ど
の
専
業
、
分
業
化
に

よ
る
、
規
模
拡
大
の
道
も
研
究
模
索
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま

し
た
。

生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
の
ご
意

見
で
は
、
大
型
機
械
に
よ
る
唯
厩
肥
の

切
り
返
し
、
積
み
込
み
な
ど
の
方
策
を

考
え
堆
厩
肥
の
有
効
活
用
、
澱
粉
粕
の

脱
水
強
化
に
よ
る
飼
料
と
し
て
の
活
用
、

配
合
飼
料
価
格
を
引
き
下
げ
る
た
め
入

札
方
式
を
考
え
て
は
ど
う
か
、
生
産
資

材
製
品
の
直
接
輸
入
に
つ
い
て
な
ど
の

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
外
、
パ
ル
ク
、
ク
ー
ラ
の
入
れ

替
え
と
集
荷
運
賃
に
関
ず
る
こ
と
、
管

内
住
民
大
会
の
あ
り
方
な
ど
、
情
勢
に

対
応
し
て
い
く
た
め
の
前
向
き
な
ご
意

見
、
ご
要
望
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
十

一
回
、
第
十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
検

討
さ
れ
、
そ
く
対
応
で
き
る
こ
と
、
事

業
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
、
ま
た
今
後

さ
ら
に
協
議
検
討
を
要
す
る
こ
と
な
ど

協
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ＩＦ幸、

平
成
四
年
四
月
一
日
発
令
に
よ
り
．

職
員
新
採
用
者
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
巾
し

上
げ
ま
す
。

採
用
者
紹
介

琴

鍵
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開
催
月
日
一
二
月
十
二
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

「
組
合
員
の
予
告
脱
退
及
び
出
資
金

の
減
口
に
つ
い
て
。

二
、
共
済
業
務
規
程
の
変
更
に
つ
い
て
〈

三
、
貸
出
業
務
規
程
の
変
更
と
関
連
職

制
規
穫
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
。

四
、
平
成
四
年
度
組
合
員
勘
定
供
給
限

度
の
認
定
に
つ
い
て
。

五
、
平
成
四
年
度
各
種
資
金
の
借
入
申

込
に
つ
い
て
。

六
、
平
成
三
年
度
贈
与
税
納
税
猶
予
に

係
る
納
税
保
証
に
つ
い
て
。

七
、
な
か
し
く
つ
フ
ー
ズ
㈱
に
対
す
る

貸
付
金
の
利
息
軽
減
に
つ
い
て
。

八
、
澱
粉
工
場
の
固
定
資
産
取
得
に
つ

い
て
。

九
、
中
標
津
町
農
協
の
愛
称
と
Ｊ
Ａ
マ

１
ク
の
使
用
に
つ
い
て
。

以
上
審
議
さ
れ
Ⅲ
号
議
案
に
は
一
部

保
留
者
が
あ
り
ま
し
た
が
他
案
件
は

原
案
ど
う
り
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

塵
瘻
匡の
隆
塵

第
十
一
回
理
事
会

開
催
月
日
一
一
一
月
二
十
四
ｕ

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

一
、
平
成
三
年
度
収
支
決
算
見
込
と
職

員
の
期
末
手
当
支
給
に
つ
い
て
。

二
、
平
成
一
一
一
年
度
剰
余
金
（
見
込
額
）

の
処
分
方
法
に
つ
い
て
。

二
、
平
成
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
収
支
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
。

四
組
合
員
の
加
入
、
脱
退
、
減
口
及

び
資
格
変
更
に
つ
い
て
。

審
議
さ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

『
根
室
管
内
酪
農
技
術
研
修
講
座
の

開
設
に
つ
い
て
。

三
平
成
三
年
度
一
月
末
に
お
け
る
収

支
の
期
末
見
込
み
に
つ
い
て
。

｜
｜
、
平
成
四
年
度
、
第
一
次
収
支
計
画

に
つ
い
て
。

三
、
農
機
具
巡
回
修
理
の
体
制
に
つ
い
て
。

四
、
平
成
四
年
度
酪
農
畜
産
政
策
価
格

対
策
運
動
に
つ
い
て
。

Ｌ
、
地
区
別
懇
談
会
の
意
見
に
つ
い
て
。

六
、
畜
産
環
境
整
備
特
別
対
策
事
業
に

つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

「
総
会
ま
で
の
ｕ
程
に
つ
い
て
．

二
、
最
近
の
酪
農
情
勢
に
つ
い
て
。

第
十
二
回
理
事
会

鈩尹

沓
沢
幸
子
購
買
部
生
活
店
舗
課
店
舗

係
（
購
買
部
営
農
資
材
課
）

四
月
一
日
発
令

安
達
佳
子
営
農
部
開
発
振
興
課
基
轤

整
備
係
（
管
理
部
管
理
雷

算
課
）
四
月
一
日
発
令

杉
本
亘
子
営
農
部
経
営
相
談
課
経
営

相
談
係
（
管
理
部
金
融
共

済
課
）
四
月
一
日
発
令

裏
地
勝
信
北
海
道
農
業
協
同
組
合
学

校
へ
一
年
間
修
学
（
管
理

部
管
理
電
算
課
）
四
月
四

日
発
令

二
道
営
草
地
整
備
改
良
事
業
に
つ
い
て
。

二
、
平
成
四
年
度
組
勘
供
給
認
定
保
留

者
の
経
過
に
つ
い
て
。

四
、
地
区
別
懇
談
会
の
意
見
に
つ
い
て
。

五
、
集
送
乳
事
業
毎
日
集
荷
に
つ
い
て
。

六
、
乳
質
自
主
規
制
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ

い
て
。

七
、
人
工
授
精
受
付
時
間
の
改
定
に
つ

い
て
。

八
、
農
協
Ｃ
Ｉ
に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
平
成
三
年
度
農
業
所
得
税
の
申
告

に
つ
い
て
。

｜
「
そ
の
他

真
鴫
部
長
の
病
状
に
つ
い
て
。

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

/二、Ｌ

蟻

雲

頃
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も
の
で
す
。
た
だ
し
、
少
く
と
も
次
の

こ
と
に
卜
分
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

｜
、
土
づ
く
り

狢
く

野
菜
は
、
肥
沃
な
土
を
好
む
作
物
で

す
か
ら
、
養
分
に
富
み
、
通
気
性
、
通

水
性
、
保
水
性
の
よ
い
土
地
に
す
る
。

①
完
熟
堆
肥
を
十
ア
ー
ル
に
ｎ
ｔ
程
度

施
用
す
る
。

②
酸
性
な
ら
Ｐ
Ｈ
を
六
－
六
、
五
に
矯

正
す
る
。

③
深
耕
を
す
る
（
よ
う
り
ん
を
施
す
）

一
「
品
種
選
定

最
近
は
、
品
種
が
た
く
さ
ん
出
回
っ

野だ}）は野①
菜目と、、野菜お
な分思そ味菜づい

暮
色
１
の

〃

らでいれへのく ﾛ 

て
い
る
の
で
、
好
み
、
栽
培
目
的
で
成

熟
日
数
、
収
穫
時
期
な
ど
を
考
慮
し
て
、

三
、
施
肥

①
肥
料
は
良
質
な
有
機
質
肥
料

を
組
み
合
わ
せ
、
化
学
肥
料

を
控
え
目
に
す
る
。

②
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
は
全
面
施

用
し
て
、
土
と
良
く
混
和
す

る
。

③
肥
料
の
や
り
過
ぎ
に
注
意
す

る
。

特
に
チ
ッ
ソ
質
は
品
質
低
下

を
招
く
。

④
追
肥

チ
ッ
ソ
と
カ
リ
は
追
肥
す
る
．

歸八

杲菜類の生育適温及び限界温度(｡ｃ）

烏気潟｜夜気温ｌ地温

四
、
温
度
管
理

野
菜
の
種
類
で
、
生
育
適
温
が
異
な

り
ま
す
が
、
次
の
表
を
目
安
に
調
節
す

る
と
大
体
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
生
育
段
階
で
限
界
が
違
い

苗
の
と
き
、
開
花
の
と
き
な
ど
は
、
特

作！肋 鎧低
限界

競低
|隈界

高
界

最
限 漉潟 滴温 適温

3F 25～2０ 13～8 
18～1日

■
●
 l８－ｌＥ 1Ｆ トマト

28-2F Ⅱ 20～1８ 1３ ナス 615 

邪 ３０～2Ｆ 20～15 

15～lC 
18～1月

1７ Z0-lB Ｗ１ ピー■アン

FＩＦ 28～2Ｆ ： 20-18 1３ キュウ1J

FＩＦ 28～2Ｆ Ⅲ 2０－１８ 1３ スイカ.』毎国、

3Ｅ 25～2〔 15～]Ｃ 

ｌ５－１Ｃ 

呂 2０－１８ 1Ｆ メロン

Ｒ １８～lＥ 1３ カボ､チャ F15 ２５～2（ 

イチゴ３０２３－１８１１０－５１３１１８～1５１１３

Ｏ葉菜類は稚類ごとに異載るが、妓高限界25℃
適温20-13℃、最低限界５℃ぐらいである。

に
注
意
が
必
要
で
す
．

保
温
に
は
、
ハ
ウ
ス
、
ト
ン
ネ
ル
、

マ
ル
チ
、
パ
オ
パ
オ
卯
な
ど
を
使
い
、

換
気
を
し
て
適
温
を
保
つ
よ
う
に
し
ま

す
。

五
、
病
害
虫
防
除

栽
培
環
境
を
整
え
て
、
病
害
虫
の
莞

生
を
で
き
る
だ
け
押
え
、
少
農
薬
栽
培

無
農
薬
栽
培
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。蕊liiilil1I1liillliiiililii1liIlil 

ﾌﾞﾌﾟｶﾞ 

作！吻

昼

最高
限界

（潟

適温

夜

適潟

（樋

最低
限界

地温

適温
妓低
|狼界

トマＬ

ナス

ピーマン

キュウIﾉ

スイカ

メロン
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近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
、
イ
メ
ー
ジ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
ほ
と
ん
ど
は
、

練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
、
成
果
を
上
げ

や
す
ら
ぎ
に
は
、
こ
ん
な
力
が
あ
る

■ 
■■■ 

■■■■ 

特集鰯 脳カアップに役立つ

イキイキと生活を送るには弾心身ともにリフレッシュすることが肝

心です。スポーツをしたり、趣味に打ち込んだりするのも結構｡でも、

ときには何もしないことだって大切です。

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
脳
波
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
ま
す
。
脳
波
は
、
ア
ル
フ
ァ
波
、

ベ
ー
タ
波
、
シ
ー
タ
波
、
デ
ル
タ
波
の

四
つ
の
波
形
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
中
で
も
最
近
何
か
と
話
題
と
な
る

の
が
、
ア
ル
フ
ァ
波
で
す
。

ア
ル
フ
ァ
波
は
、
心
が
落
ち
着
い
て
、

安
ら
い
だ
気
分
の
と
き
に
現
わ
れ
ま
す
。

〃
ひ
ら
め
き
の
脳
波
〃
と
も
い
わ
れ
、

頭
に
バ
ツ
と
ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
い
た

と
き
な
ど
、
こ
の
脳
波
が
測
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
ア
ル
フ
ャ
波
が
現
わ
れ
る
と
、

記
憶
力
や
集
中
力
も
高
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
自
已
暗
示
や
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
も
大
変
役
立
つ
脳
波
な
の
で

す
。
ま
さ
に
、
魔
法
の
脳
波
と
い
え
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
た
ち
の
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
の
秘
密
は
、

心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
あ
り
ま
す
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
、
ア
ル
フ
ァ
波

を
引
き
出
し
、
集
中
力
を
高
め
、
勝
利

へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
の
心
に
焼
き
つ

け
て
い
る
の
で
す
。

ア
ル
フ
ァ
波
を
味
方
に
し
よ
う

こ
ん
な
に
あ
り
が
た
い
ア
ル
フ
ァ
波

「〆
』

自
在
に
引
き
出
し
、
生
活
に
役
立
て
た

い
も
の
で
す
。
ア
ル
フ
ァ
波
を
引
き
出

す
の
は
、
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
心
身
と
も
に
、
落
ち
着
い
た
状
態

を
つ
く
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
ヨ
ガ
や
座
禅
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
心
が
落
ち
着
く
よ
う
な
音
楽
を

聞
い
て
い
る
と
き
に
も
、
ア
ル
フ
ァ
波

は
現
わ
れ
ま
す
。
最
近
、
ス
ト
レ
ス
解

消
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
有
名
に
な
っ
た

自
律
訓
練
法
も
お
す
す
め
で
す
。

自
律
訓
練
法
と
は
、
自
己
暗
示
を
か

け
て
心
身
の
緊
張
を
と
き
ほ
ぐ
す
も
の
．

手
軽
に
で
き
、
コ
ツ
を
覚
え
れ
ば
、
電

車
の
中
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
も
簡
単
に

で
き
ま
す
。

■ 
ﾛ■ 

～、，
＝ 

ま
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
腰
掛
け
る
か
、

横
に
な
り
、
目
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
「
気
持
ち
が
と
て
も
落
ち
つ
い

て
い
る
」
と
心
の
中
で
咳
き
ま
す
。
次

に
、
「
両
手
、
両
足
が
重
た
い
」
と
暗
示

を
か
け
ま
す
。
最
初
は
利
き
腕
か
ら
、

｜
か
所
ず
つ
順
番
に
行
な
い
ま
す
。
｜

通
り
終
わ
っ
た
ら
、
今
度
は
、
「
両
手
、
両

足
が
暖
か
い
」
と
暗
示
を
か
け
ま
す
。

こ
れ
も
利
き
腕
か
ら
。
ス
ト
ー
ブ
の
前

に
い
る
場
面
や
、
南
の
島
に
い
る
光
景

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、
感
じ
が
つ
か
み

や
、
す
い
で
し
ょ
う
。

さ
あ
、
ア
ル
フ
ァ
波
を
味
方
に
つ
け

て
、
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

ﾌﾟア

てら‐

,,露i;：
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蝋息邑 0 女
性
と
の
出
合
い
を
求
め
て
。

■＿－Ｌ 

ｉツ

独
身
者
交
流
ス
キ
ー
ッ
ア
ー

農
協
青
年
部
独
身
者
交
流
ス
キ
ー
ッ

ア
ー
が
、
斜
里
町
海
別
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
青
年
部
員
独
身
者
に

女
性
と
の
交
流
場
を
設
け
、
少
し
で
も

花
嫁
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

今
年
は
部
員
が
一
生
懸
命
独
身
女
性

に
参
加
を
呼
び
か
け
た
の
で
す
が
、
緒

中
標
津
町
婦
人
祭

去
る
三
月
一
一
日
、
中
標
津
町
婦
人
祭

が
中
標
津
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
婦
人
祭
は
、
町
内
に
居
住
す

る
婦
人
の
交
流
場
と
し
て
毎
年
、
年
に
一

度
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
昨
年
に
上
回

り
今
年
は
Ⅲ
百
人
も
の
婦
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

各
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示
や
、
各
サ

婦ｉ可 入
部
特
製
い
も
だ
ん
ご
は
人
気
の
的
。

今
回
参
加
し
た
女
性
は
初
心
者
が
多
く

男
性
か
ら
色
々
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受

け
た
り
、
昼
食
を
お
ご
っ
て
も
ら
っ
た

り
と
、
少
な
い
な
が
ら
も
交
流
し
て
い

た
様
で
す
。
ま
た
、
ス
キ
ー
場
に
も
女

性
客
が
多
く
、
参
加
し
た
男
性
の
目
を

引
く
女
性
も
何
人
か
い
た
と
か
？

参
加
女
性
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

ス
キ
ー
場
で
の
色
々
な
出
合
い
も
あ
っ

局
参
加
し
て
く
れ
た
女
性
は
四
人
と
．

（
男
性
は
十
九
人
）
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し

い
ス
キ
ー
ッ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、

１
ク
ル
が
中
心
と
な
っ
て
、
参
加
者
全

員
で
歌
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
も
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
琴
の
発
表
、

人
形
劇
な
ど
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
が

楽
し
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ひ
と
つ

ぼ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
当
農
協
婦
人
部
特

製
い
も
だ
ん
ご
を
販
売
。
三
十
分
程
で

完
売
す
る
ほ
ど
大
繁
盛
で
し
た
。

はい姿勢を正Ｌ<､ヨガ体操

また
Ⅱ 様

で
、
大
成
功
と
ま
で
は
い
か
な
い

で
も
、
成
功
に
終
っ
た
ス
キ
ー
ッ
ア

で
し
た
。

読寺

蕊

Ｂ
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春
の
足
音
と
共
に
今
年
も
農
協
て
ん

菜
育
苗
プ
｜
フ
ン
ト
が
、
三
月
十
二
日
か

ら
稼
働
が
始
ま
っ
た
。

今
年
の
て
ん
菜
作
付
面
積
は
、
約
二

百
六
十
岨
で
四
月
二
日
ま
で
の
期
間
中
、

約
一
万
一
一
一
千
冊
の
ポ
ッ
ト
が
こ
の
プ
ラ

て
ん
菜
育
苗
プ
ラ
ン
ト
稼
働
開
始
。

ン
卜
で
作
ら
れ
ま
す
。

朝
早
く
か
ら
作
業
場
内
で
は
、
ガ
タ

ガ
タ
、
パ
ン
パ
ン
と
力
強
い
機
械
音
の

中
、
手
際
良
く
作
業
が
進
め
ら
れ
、
出

来
上
が
っ
た
ポ
ッ
ト
は
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
ま
れ
、
耕
作
者
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
へ
と
運
ば
れ
て
行
き
ま
し
た
。
今
頃

は
か
わ
い
ら
し
い
ビ
ー
ト
の
芽
が
、
ハ

ウ
ス
い
っ
ぱ
い
広
が
っ
て
い
る
事
で
し

ょ
う
。(織劇

存包、

出来たポットは耕作者のトラックに頑まれ愚

の
の
参
加
し
た
部
員
や
奥
さ
ん
は
そ

れ
ぞ
れ
楽
し
く
親
睦
、
交
流
を
深
め
て

お
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

男
子
一
位
竹
村
聡
（
五
五
二
）

青
年
部
家
族
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

青
年
部
レ
ク
リ
ェ
１
シ
ョ
ン
委
員
会

企
画
に
よ
る
、
家
族
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
、
三
月
十
一
日
ウ
コ
ウ
ボ
ウ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

税
金
の
申
告
、
家
事
の
都
合
な
ど
で

参
加
者
は
三
十
六
人
と
少
な
か
っ
た
も

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
親
睦
交
流
。

■１ Iiili １ｍ、
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二
位

三
位

女
子
一
位

二
位

曇ｔ
Ｚ ｜

｜
｜
位
真
野
由
佳
（
一
一
一
二
六
）

幻
懲
認
禰
伽

よ
し
、
次
は
ス
ト
ラ
イ
ク
声

Ｉ
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蘆 尚
弘
（
五
叫
八
）

剛
（
四
九
十
）

明
美
（
三
七
八
）

弘
美
（
三
六
１
）
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ｺﾞﾐ， 4/２２①曇謬①午前9時から
ところＡコープ向い駐車場
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管理購買委員会

海外研修委員会

営農委員会

哺育組合役員会

ＳＣＭ利用組合設立総会

第１１回理事会

役員報酬審議会

営農委員会

酪農委員会

管理購買委員会

第１２回理事会

乳牛改良同志会役員会

第３回中標津ジュニアホル

スタインクラブ総会

棚卸監査

９日

９日

１０日

１０日

１１日

１２日

１３日

１８日

１９日

２３Ｕ 

２４Ｕ 

２５Ｅ 

２８Ｅ 

農協文庫の紹介

鱗 実
例
バ
イ
テ
ク
農
業

植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実
用
化
に
成

功
し
た
農
家
・
農
協
・
企
業
な
ど
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
尺
イ
テ
ク
農
業
」
に
よ
る
技
術
と

経
営
の
確
立
策
を
探
る
。

大
沢
勝
次
・
田
村
賢
治
箸

フ
リ
ー
ス
ト
Ｉ
ル

。
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
の
計
画
・
設
計
・
建
設

ｏ
乳
牛
グ
ル
１
プ
管
理
の
考
え
方

伊
藤
紘
一
箸

f樗画、

１ 
Ｉ 

鰊通常総会のお知らせ筥
第45回、膜'.標津町農業協同組合通常総会が、平成４

年５月２Ⅱ(士)午前10時｢寿宴｣を会場に開催致します。

総会は皆さんの意志を結集し、協同の力を発揮する

重要な場です。組合員智様全員の出席をお待ち申し上

げます。

３１日

露う

長
か
っ
た
今
年
の
冬
も
遠
ざ
か
り
氏
ほ
の
。

か
に
琴
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
ｂ
組
合
員
智

さ
ん
に
と
っ
て
は
税
金
の
巾
告
も
終
わ
り
、

凸
●

や
っ
と
一
・
息
と
い
う
所
で
し
ょ
う
か
？
。

し
か
し
一
息
つ
く
間
も
な
く
始
ま
っ
た
農

民
春
闘
の
乳
価
交
渉
も
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
影
響
で
、
加
エ
原
料
乳
保

証
価
格
は
据
え
置
き
と
い
う
結
果
で
幕
を
開

け
た
新
年
度
で
す
。
た
だ
、
関
連
対
策
澱
の

中
で
予
算
が
計
上
さ
れ
、
農
家
収
入
的
に
は

多
少
・
な
り
と
も
上
が
る
様
で
す
が
、
逆
に
牛

肉
価
格
に
つ
い
て
は
、
輸
入
牛
肉
の
関
税
率

が
下
が
る
為
に
、
初
生
ト
ク
価
格
は
下
が
る

と
い
う
状
況
に
な
り
そ
う
で
す
。

農
協
も
四
月
か
ら
新
年
度
に
入
り
ま
す
が
、

四
月
一
日
か
ら
全
国
の
農
協
が
Ｊ
Ａ
の
愛
称

に
変
わ
り
、
中
標
津
町
農
協
も
Ｊ
Ａ
中
標
津

町
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
二
十
一
世
紀

へ
向
け
て
の
国
際
化
に
対
応
で
き
る
新
し
い

農
協
作
り
を
目
指
す
も
の
で
す
が
、
た
と
え

愛
称
が
変
わ
っ
て
も
、
中
味
が
す
ぐ
変
わ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
組
合
員

皆
さ
ん
、
職
員
一
人
一
人
が
新
し
い
時
代
に

向
け
、
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
来
る
で
あ
ろ
う
続
々
厳

し
い
時
代
に
打
ち
勝
っ
て
い
く
た
め
に
も
。

歴
壜
歴
匡
竺

編

集

後

謡

brorl 
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